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〔平成21年11月20日～平成22年1月15日現在〕温かい善意ありがとうございました
◎富士河口湖町社会福祉協議会にご寄付いただきました。

　毎年2月は「ボランティア・ＮＰＯ推進月間」です。これは、県民のボランティア・市民活動における理解を深

め、活動への参加を促すことを目的として、33年前から実施されています。

　本町ではボランティアのご協力をいただき、給食サ－ビス、声の広報、点訳サ－ビス、高齢者との話し相手な

どの活動が展開されています。あなたも、身近な暮らしの中で、できることから始めてみませんか。

　　　時間：午前10時～午後８時(最終日は午後４時)　場所：河口湖ショッピングセンターベル２階 催事場
　　　内容：冬休みを利用し、町内小・中学校の児童・生徒から募集した作品を展示

　　　内容：午前中は、社協・福祉団体への金品の寄付者へ感謝状、並びに小・中学生対象の福祉作文・ポスターの入選者
　　　　　　への賞状の贈呈式を実施。午後は、登録ボランティアを対象に講演やグル－プ討議などを行い意識向上を図る。

毎年２月は、「ボランティア・ＮＰＯ活動推進月間」です。毎年２月は、「ボランティア・ＮＰＯ活動推進月間」です。毎年２月は、「ボランティア・ＮＰＯ活動推進月間」です。

☆２月１１日(木)～１６日(火)…『第７回 福祉作文・ボランティア活動ポスタ－展示』

☆３月下旬…『福祉・ボランティア交流の集い』

〔主な月間の予定〕

◎町健康増進課主催「育児学級」での託児…14名（3回）　　　　◎生き活き交流広場ボランティア協力…７名（４回）

◎電気製品修理ボランティア協力…５名（３回）　　　　 　　　◎富士山荘デイサ－ビスお手伝い…20名（10回）

◎町デイサ－ビスセンタ－「ふれ愛」お手伝い…10名（５回）　　◎広報朗読ボランティア…６名（２回）

◎おもちゃの病院…５名（４回）

ボランティア活動情報 【期間：平成２１年１１月２０日～平成２２年１月１５日】
　これから、期間中にご協力いただいた各ボランティア活動をご紹介します。（延べ活動回数）

【使用済み切手】

(船津)中村栄子さん

小川保険事務所さん

河口湖消防署さん

◎デイサービスふれ愛より

　東恵子さん(船津)よりタオル・石鹸等

のご寄付がありました。ありがとうござ

いました。

☆河口湖ハーバル工房より

　住友生命労働組合山梨支部様より、第

15回「タオル」の地域社会福祉施設への

寄贈活動で、タオルの寄贈をいただきま

した。ありがとうございました。

寄付者名及び団体名 寄付金・物品

国際ソロプチミスト山梨芙蓉　さん� １００，０００円

宗教法人　真如苑　さん� ２，０００，０００円

足和田ひとみ会（代表 朝比奈俊子）　さん� １０，０００円

浅川電気治療院一同　さん� ５０，０００円

社会福祉法人設立準備会 みずうみの会　さん� ３０，０００円

河口湖ライオンズクラブ　さん� ７０，０００円

渡邉　勘次　さん（船津）� １００，０００円

富士レイクサイドカントリー倶楽部　さん� １００，０００円

富士桜カントリー倶楽部　さん� １００，０００円

◎河口地区社会福祉協議会にご寄付いただきました。

寄付者名及び団体名 寄付金・物品

渡辺　美代子さん（河口）� ５０，０００円

額谷　耕一　さん（河口）� ５０，０００円

梶原　　篤　さん（河口）� ５０，０００円

古屋　清晴　さん（河口）� ５０，０００円

◎大石地区社会福祉協議会にご寄付いただきました。

寄付者名及び団体名 寄付金・物品

堀内　史郎　さん（大石）� ５０，０００円

梶原　宣省　さん（大石）� ５０，０００円

◎足和田地区社会福祉協議会にご寄付いただきました。

寄付者名及び団体名 寄付金・物品

梶原　信夫　さん（長浜）� １００，０００円
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　平成21年10月1日から12月31日の間、『地域の福祉、みんなで参加』のスロ－ガンのもとに共同募金運動が

行われました。

　自治会・区会を通じての家庭募金、企業から大口事業所募金、児童会から地域募金、町役場職員から職場募金な

ど多くの皆さんにご協力いただきました。誠にありがとうございました。ご協力いただいたみなさんをご紹介い

たします。（敬称略）

【戸別募金】

　◎各自治会長を通じて、1世帯500円以上の募金にご協力いただきました。

　　８８自治会（５，４８９世帯）　　　２，７４４，８００円

【地域募金】

　◎町内の小中学校などからご寄付いただきました。

　　河口湖南中学校ボランティア委員会　２０，１１９円　　　　河口湖北中学校　１１，１５９円

　　西浜中学校　　　　１０，９７８円　　上九一色中学校　　２，０８７円　　河口小学校　２７，４７７円

　　小立小学校児童会　６３，４３０円　　勝山小学校　　　　８，５９２円　　精進小学校　　６，３８０円

　　西浜小学校児童会　　５，０５０円　　大嵐小学校児童会　３，１５８円

　　富士豊茂小児童会　　３，８６３円　　貯金箱　　　　　　１，４３６円

【街頭募金】

　◎足和田地区街頭募金　１２,４９０円

【職域募金】

　◎役場、社協職員にご協力いただきました。　１５１,２１３円

【大口募金】

　◎法人等にご協力いただきました。（順不同）

　〔115,000円〕≪1件≫河口湖温泉旅館組合

　〔70,000円〕≪1件≫富士観光開発(株)

　〔30,000円〕≪2件≫中央三共有機(株)、河口湖ロータリークラブ

　〔20,000円〕≪1件≫河口湖観光食堂売店組合

　〔10,000円〕≪63件≫渡辺歯科医院、小泉ト－ヨ－住器(株)、山道歯科医院、(株)オプトナカムラ　

　渡邉クリニック、渡邉産婦人科医院、湖南歯科医院、(有)魚十、富士登山観光(株)、井出歯科医院、宝石の森

　井出電気(株)、井出酒類販売(株)、(有)赤池薬局、トモヒロ歯科医院、(有)さざなみ、渡邉眼科、(株)協和機械製作              

　所、井ビシ歯科医院、外川医院、宮下医院、(株)ヒライ、(株)吉野土建、(有)平井売店、(株)協和生コン、(有)大伴

　(株)古屋重雄商店、ホテルレジ－ナ河口湖、(株)山北、宝司医院、古屋商店(株)、(株)コバヤシ工業

　(株)ファミリ－オ－ト、昇辰電気(株)、湖南精密、青木医院、山岸外科医院、四季の香り、旭石油(株)

　河口湖商業開発(株)、河口湖漁業協同組合、レイクヴィラ河口湖、不動食品物産(株)、金邦化成(株)

　(有)協栄化工、堀内土建(株)、(有)大石商店、宝刀屋敷みさか路、小佐野商事、ヴィラ・アウスブリック

　(株)フジパレス、(株)足和田ホテル、共同土木(株)、勝山診療所、菊水電子工業(株)富士勝山事業所

　(有)山田屋ホテル、精進湖漁業協同組合、(有)本栖館、本栖湖漁業協同組合、中央区立区民健康村「ヴィラ本栖」

　学校法人 日本獣医生命科学大学、(株)富士ドクタ－ビレッジ管理、丸統富士吉田青菓商業協同組合

　〔5,000円〕≪37件≫外川書房、渡辺才助商店、(株)加取、アクセス(株)、(株)高田屋、富水、古屋新聞店

　(株)上田屋商会、(有)アップル、みよしや和多貴(有)、山本食品工業(株)、藤久保歯科医院、登り坂石油(株)

　(有)ふなつや百貨店、富士健康センタ－、河口湖ＵＫＡＩオルゴールの森美術館、(有)天下茶屋

　セブンイレブン河口湖河口店、静岳ホテル、富士屋ホテル(株)富士ビュ－ホテル、(有)外川設備工業、(有)タマヤ

　リゾ－トイン白樺、フジテック(株)、(有)佐野電工、三枝舗装(有)、(有)小佐野土建、(有)高橋組、

　(有)ファ－マスタジオ 勝山薬局、レイクホテル西湖、渡辺建設(株)、(有)精進レ－クホテル、(有)カジヤマ

　(株)湖仙荘、本栖湖観光協会、(株)クラシック、富士豊茂農業協同組合

　〔3,000円〕≪8件≫(株)金多留満、(有)大黒屋、(株)丸宗、サイコ(株)、藤野屋商店、(株)富士物産

　ニチプリ電子工業株式会社、セブンイレブンバイパス店

　〔1,000円〕≪1件≫セブンイレブン駅前通り店　　　　　　　　　　　　　　　　合計　１,１０５,０００円

　みなさまからよせられた寄付金は、高齢者の敬老祝い品や金婚式の写真、「小地域福祉活動」の活動費、準要保

護世帯、生活保護世帯への歳末慰問金など、さまざまな活動や支援のために役立たせていただいています。

　また、募金収集に自治会(区)長、隣組長、民生児童委員の皆さん方にご尽力いただきました。紙面をかりてお礼

を申し上げます。ご協力ありがとうございました。

赤い羽根共同募金・歳末助け合い運動 ご協力ありがとうございました。赤い羽根共同募金・歳末助け合い運動 ご協力ありがとうございました。
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「
本
栖
地
区
の
歴
史
に
つ
い
て
」

　
今
回
は
、
本
栖
地
区
の
歴
史
に
つ
い
て
、
ま
わ
り
の
地
域
と
の
関
係
も
交
え
な
が

ら
お
話
し
し
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
何
度
か
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
富
士
山
の
北
麓
に
「
　
の
海
」

と
呼
ば
れ
る
湖
が
あ
り
ま
し
た
。
昔
の
こ
と
な
の
で
、
面
積
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

周
囲
が
約
二
七
キ
ロ
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
形
的
な
こ
と
を
考
慮
し

て
み
ま
す
と
、
本
栖
湖
、
精
進
湖
、
西
湖
を
青
木
ヶ
原
樹
海
の
方
向
へ
樹
海
を
足
し

て
鳴
沢
側
へ
少
し
は
い
り
込
ん
だ
、
や
や
細
長
い
形
に
な
る
計
算
で
す
。

　
「
　
の
海
」
か
ら
流
れ
出
た
川
に
は
大
き
な
滝
が
あ
り
、
ゴ
ー
ゴ
ー
と
い
う
水
の

音
が
ま
わ
り
に
大
き
く
響
き
わ
た
り
、
遠
く
は
瑞
穂
村
（
現
富
士
吉
田
市
）
ま
で
聞

こ
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
由
来
を
も
っ
て
「
鳴
沢
（
成
沢
）
」
と
名
付
け

ら
れ
た
と
『
甲
斐
国
志
』
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
理
的
に
判
断
す
れ
ば
滝
の
落
差
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
水
量
は

か
な
り
多
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
湖
水
の
わ
き
水
の
多
さ
か
ら
か
、
冬
で
も
凍
ら
ず

一
年
中
水
音
が
響
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
滝
の
あ
っ
た
場
所
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
形
的
に
大
き
な
く
ぼ
み
の

あ
る
所
な
ら
理
屈
に
か
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
昔
の
地
形
や
風
景
に
思

い
を
は
せ
る
の
も
、
考
古
学
フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。

　
さ
て
、
そ
こ
で
滝
の
水
は
い
っ
た
い
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
疑
問
に
思
わ
れ
る
で

し
ょ
う
。
水
は
大
嵐
（
旧
足
和
田
村
）
付
近
か
ら
船
津
三
差
路
の
近
く
を
通
り
、
新
倉

（
富
士
吉
田
市
）
の
方
向
へ
流
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
川
の
名
は
「
大

田
川
」
と
い
い
、
古
い
地
図
に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
河
口
湖
で
は
、
南
側
に
大
田
川
が
あ
っ
た
こ
と
で
大
雨
等
に
よ
る
増
水
に
つ
い

て
は
そ
れ
ほ
ど
心
配
な
く
、
比
較
的
安
定
し
た
水
位
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

河
口
湖
周
辺
の
遺
跡
の
分
布
状
況
か
ら
見
て
も
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
後
、
富
士
山
の
噴
火
活
動
に
よ
っ
て
山
麓
の
地
形
や
景
色
は
一
変
し
て
し

ま
い
ま
す
が
、
記
録
に
残
る
大
噴
火
は
天
応
三
年
（
西
暦
七
八
一
年
・
静
岡
側
）
に
始

ま
り
、「
　
の
海
」
を
二
分
す
る
延
暦
十
九
年
（
西
暦
八
〇
〇
年
）
、
こ
の
と
き
に
本
栖

湖
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
延
暦
二
十
一
年
（
西
暦
八
〇
二
年
）
、
貞
観
六
年
（
西
暦

八
六
四
年
）
に
は
前
述
の
大
田
川
や
大
滝
を
埋
め
、
さ
ら
に
西
湖
と
精
進
湖
に
分
け

て
し
ま
う
程
の
大
噴
火
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
の
噴
火
は
大
室
山
付
近
を
扇
の
要
と
す
る
形
状
で
広
が
っ
て
お
り
、「
青

木
ヶ
原
丸
尾
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
後
に
な
り
樹
海
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
「
青

木
ヶ
原
樹
海
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
代
の
話
が
本
栖
地
区
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。（
史
話
と
伝

説
よ
り
参
照
）

　
昔
、「
　
の
海
」
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
湖
の

東
側
に
「
原
中
村
」
と
呼
ば
れ
る
、
約
三
百
戸

程
の
集
落
が
あ
り
ま
し
た
。
湖
で
は
と
て
も

た
く
さ
ん
の
魚
が
捕
れ
、
山
に
も
鳥
や
獣
が

い
て
、
女
の
人
達
は
畑
を
耕
し
て
大
変
豊
か

で
平
和
な
暮
し
を
し
て
い
ま
し
た
。
村
で
は

毎
年
正
月
の
元
旦
（
当
時
は
旧
正
月
）
、
人
々

が
湖
畔
に
集
ま
り
湖
水
で
身
を
清
め
て
一
年

の
無
事
安
泰
を
祈
願
す
る
な
ら
わ
し
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
年
も
朝
早
く
か
ら
湖
水

に
集
ま
っ
て
身
を
清
め
た
あ
と
湖
水
に
向
い

お
祈
り
を
捧
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
突
然

湖
水
か
ら
龍
神
様
が
現
わ
れ
て
、「
近
い
う
ち

に
富
士
山
が
噴
火
す
る
。
」
と
お
告
げ
を
さ
れ

て
小
富
士
（
龍
ヶ
岳
）
の
山
頂
へ
昇
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
日
か
ら
地
鳴
り
や
地

震
が
続
い
た
の
で
、
村
人
は
富
士
山
が
噴
火
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
富
里
村
（
現
身
延

町
・
旧
下
部
町
）
ま
で
山
越
え
を
し
て
非
難
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
延
暦

十
九
年
（
西
暦
八
〇
〇
年
）
に
大
噴
火
が
お
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
長
い
年
月
を
経

て
噴
火
も
お
さ
ま
り
、
よ
う
や
く
懐
か
し
い
故
郷
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
家
々
や
畑
も
真
っ
黒
に
焼
け
た
溶
岩
に
埋
ま
っ
て
し
ま
い
、「
　
の
海
」

も
三
つ
に
分
断
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
あ
り
さ
ま
に
村
人
は
途
方
に
く
れ

て
、「
こ
れ
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
仕
方
が
な
い
か
ら
富
里
村
に
引
き
返
そ
う

か
。
」
と
相
談
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
夕
日
に
輝
く
湖
に
は
魚
の
泳
ぐ
姿
が
見
え
、
小

富
士
に
は
鳥
や
獣
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
村
人
は
踊
り
上
が
っ
て
喜
び
ま

し
た
。「
こ
れ
で
生
き
て
い
け
る
。
こ
こ
に
住
む
の
だ
。
」
と
決
意
し
て
続
々
と
村
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
元
の
巣
に
帰
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
村
の
名
前
も
新
し
く
「
本
巣
村
」
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
時
代
の
流
れ
で
い
つ
し
か
「
本
栖
村
」
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
原
中
村
の
一
部
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
近
く
や
、
そ
の
付
近
の
湖
水
か
ら
も
古
墳
時
代
や
奈
良
～
平
安
時
代
の
土
器

が
多
数
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
本
格
的
な
発
掘
が
出
来
れ
ば
地
元
の
歴
史
の
解
明
と
発
展
に
つ
な
が
る
と
期
待

し
ま
す
が
、
景
気
の
先
行
き
も
不
透
明
で
、
調
査
費
用
の
確
保
が
課
題
で
す
。
富
士

山
の
噴
火
で
ま
わ
り
の
地
域
で
は
人
的
被
害
が
数
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
龍
神
様
の
「
お
告
げ
」
で
難
を
の
が
れ
た
村
人
の
信
仰
心
の
厚
さ
は
、

今
で
も
二
百
七
十
年
余
り
続
く
「
六
斎
念
仏
」
に
受
け
つ
が
れ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら

龍
ヶ
岳
に
居
る
と
言
わ
れ
る
龍
神
様
は
、
こ
の
課
題
に
つ
い
て
ど
ん
な
「
お
告
げ
」

を
お
考
え
な
の
か
、
信
仰
深
い
本
栖
の
人
達
と
お
尋
ね
し
た
い
気
が
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
財
審
議
会
委
員
　
小
堂
好
也
）

富士山と本栖湖と竜ヶ岳

せ

せ

せ

せ

せ
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「花と名水　美し色の山梨」観光キャンペーンの実施

平成22年４月１日～平成22年６月３０日

　山梨県では市町村及び民間団体と連携して今春４月から６月にかけ、春の山

梨の魅力を全国に伝える「花と名水　美し色の山梨」観光キャンペーンを実施

します。これは、昨年に引き続き、

ＪＲと協働した全国規模のキャン

ペーンです。前回のキャンペーン

期間中には、県外から数多くの観

光客の方々に山梨県を訪れていた

だきました。

　町でも、この機会に全国から多

くのお客様に訪れていただき、富士山や桜、ラベンダーなどを

はじめとする春の富士河口湖町の魅力を体感していただければ

と思います。

　今回行われるキャンペーンでも、昨年同様に多くの観光客が町に訪れていただけると思います。県外か

らのお客様をあたたかい「おもてなしの心」でお迎えしていただき、再びお越しいただけますよう町民の

皆様お一人おひとりの心のこもったおもてなしをお願いいたします。

―温かい「おもてなし」を―

お問合せ　観光課　72-3168

信玄公祭り第４０回

■日　　時　４月１０日（土）　会場整理・救護は午後３時～８時、

　　　　　　　　　　　　　　運行補助は午後１時～８時、

　　　　　　　　　　　　　　陣屋運営は午前１０時～午後３時

■募集人数　・会場整理・運営（１００人） ・甲州軍団運行補助（７０人） ・陣屋運営（２０人） ・救護補助（１０人）

　　　　　　※いずれも原則として１８歳以上の方

■応募方法　はがきに住所、氏名、年齢、性別、電話、業務希望、過去の経験有無を明記し、

　　　　　　信玄公祭り実行委員会ボランティア係まで送付。ＦＡＸ、Ｅメールも可

■締　　切　３月１５日(月)必着

●申込・問合先　信玄公祭り実行委員会（やまなし観光推進機構）

　　　　　　　  〒４００-００３１　甲府市丸の内１-８-１７

 　　　　　　　　TEL ０５５-２３１-２７２２

　　　 　　　　　FAX ０５５-２２１-３０４０

　　　　　　　　Ｅメール（h-ashizawa@yamakan-sk.jp）

●問合先　富士河口湖町役場　観光課　TEL ０５５５-７２-３１６８

（桜と富士）

ボランティアスタッフ募集

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

【
12
月
25
日
か
ら
1
月
19
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

山
口
　
真
駈
　
　
　
健
　
　
由
　
子
　
船
津

赤
池
み
ち
る
　
　
亮
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留
　
美
　
船
津

仲
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宏
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船
津
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光
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樹
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英
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小
立

渡
邉
　
　
龍
　
　
　
晃
　
　
幸
　
恵
　
小
立

古
屋
　
和
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俊
　
昭
　
保
　
江
　
小
立

宮
下
　
里
桜
　
　
尚
　
也
　
絵
里
花
　
河
口

堀
内
　
羚
愛
　
　
直
　
気
　
麻
　
衣
　
勝
山

高
木
　
隆
大
　
　
利
　
正
　
明
　
美
　
勝
山

小
林
　
菊
江
　
66
歳
　
小
林
　
光
仁
　
船
津

関
川
　
和
美
　
75
歳
　
関
川
　
寅
雄
　
船
津

鷹
取
　
　
宏
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歳
　
鷹
取
　
利
昌
　
船
津

坂
本
　
保
幸
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歳
　
坂
本
　
徳
憲
　
船
津

渡
邊
　
利
勝
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歳
　
渡
邊
　
利
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小
立

お
め
で
た
・
お
く
や
み

し
ん
く

は
る
と

ゆ
う
し
ん

し
お
ん

わ
か
な

り
　
お

れ
い
あ

た
か
ひ
ろ

し
ょ
う
た
ろ
う

な 
 

な 
 

こ
し
ず
く

り
ゅ
う
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行政相談・心配ごと相談は

予約制です

　相談者や効率的な相談のため、行政相談・心配ごと相談、

弁護士相談は予約制になりました。２月２０日の相談の予約

は、２月１７日（水）までに町役場企画課（７２－６０２３）まで連

絡してください。相談時間は、1人２０分間とします。

2月20日（土）
町中央公民館

勝山ふれあいセンター

足和田出張所

上九一色出張所

午前１０時～午後２時

午後 １時～ ４時

午後 １時～ ４時

午後 １時～ ４時

町中央公民館　

　午前１０時～１２時

足和田出張所　

　午後１時～３時

実施日 行政相談・心配ごと相談 弁護士相談

白壁　勝雄　７２－０１４３　小佐野成太郎　８３－２３２０
梶原　一榮　８２－２４４６　渡辺袈裟司　　８７－２３１６

町の行政相談委員さんは、

人口

男

女

世帯

　　25,938人
(＋8)

 12,752人
(＋1)

 13,186人
　(＋7)

 9,048  
(＋9)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

1月1日現在の
人口・世帯

Happy Wedding

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

日 
 
 

時
　
3
月
2
日 (

火)

　
　
　 

 
 

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場 
 
 

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
大
月
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」 

相
談
会

日 
 
 

時
　
2
月
26
日 (

金)

　
　
　 

 
 

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

　
　
　
　
（
12
時
か
ら
午
後
1
時
は
昼
休
み
）

会
　
場
　
中
央
公
民
館
　
1
0
2
会
議
室

古
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か
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輝
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一
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歳
　
倉
澤
　
一
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河
口

小
佐
野
正
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歳
　
小
佐
野
登
美
江
　
勝
山

前
嶋
さ
と
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前
嶋
東
亜
次
　
本
栖
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辺
　
永
吉
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歳
　
渡
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富
士
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嶺

佐
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雄
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水
谷
美
奈
子
　
船
津

赤
塚
雄
太
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＝ 
 

中
村
　
由
貴
　
船
津

堀
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渡
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美
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大
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上
小
澤
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阿
部
　
仁
美
　
富
士
ヶ
嶺

＝他の機関が行っている相談窓口＝　　
　◆甲府財務事務所多重相談窓口　TEL０５５‐２５３‐２２６１　FAX０５５‐２５３－３３１０
　●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）　午前８時３０分～12時、午後１時～４時30分
　　※必要に応じ弁護士・司法書士などの専門家に引き継ぎを行います。

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

◆県民生活センター
　県民生活相談　ＴＥＬ０５５－２２３－１３６６

　消費生活相談　ＴＥＬ０５５－２３５－８４５５

　（テレフォンサービス消費専用）　０５５‐２３３－３３９９

◆富士・東部地域地方相談室
　　ＴＥＬ０５５４－４５－５０３８・７８４３

　　●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）

　　　午前８時３０分～午後５時

◆山梨行政評価事務所
　ＴＥＬ０５５－２５２－１４９６

　●曜日・時間　月曜日～金曜日

　　（祝日除く）午前８時３０分～午後５時

■無料弁護士相談
　毎月４回開設（午後１時～３時30分）

　相談は予約制で、１人当たり30分

　◆県民生活センター相談室（山梨県ＪＡ会館５階）

　　ＴＥＬ０５５－２２３－１３６６

＝県等の機関が行っている各種相談＝

　町では、毎月２０日に「多重債務相談窓口」を開設しております。自らの収入で返済しきれないほどの借金を
抱えお悩みの方々からの相談に応じ、専門の相談員が対応いたしますので是非ご利用ください。
※相談上の秘密は固く守られます。

■借金問題でお悩みではありませんか！■

〇日　　程　２月２０日（土） 午後１時～３時

〇相談場所　町中央公民館第二研修室
＝２月の多重債務相談日＝

次のとおり司法書士による無料相談会を実施します。

■司法書士会総合相談センター相談会■

■内 　 容　借金問題（クレジット、消費者金融等多重債務）、成年後見（高齢者問題・相続問題など）

■相 談 日　２月２０日（土）午後1時～４時（要電話予約）

■開催場所　ぴゅあ富士　都留市中央3-9-3

●問 合 先　山梨県司法書士会総合相談センター　TEL０５５‐２５３‐２３７６

○相談員　穂阪四郎　

○問合先　総合窓口課　72-1114
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休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

このページについてのお問合せは、河口湖ステラシアター  ℡７２－５５８８までどうぞ

河口湖円形ホール&
♪自然の香りが響きわたる♪ ♪優しい音が湖風に舞う♪

http://www.stellartheater.jp/

「富士山講談の夕べ」

♪河口湖ステラシアターフレンドリークラブ会員募集♪

河口湖ステラシアターフレンドリークラブでは、平成２２年度の新規会員を募集します。

河口湖ステラシアター、河口湖円形ホールでコンサートを楽しみたい方、ぜひご入会ください!!

素敵な特典とお得な情報が満載です。

◎平成２２年８月：冨士山河口湖音楽祭２０１０　開催予定　（詳細は未定です。決定次第お知らせします。）

　その他、ポップスコンサートや円形ホールでの室内楽など、２０１０年もたくさんの音楽を皆さんにお届けします。

　どうぞお楽しみに♪♪

会員有効期間

会 員 特 典

入　会　金

年　会　費

お申込み方法

☆河口湖ステラシアター及び河口湖円形ホールのコンサートチケットの優先電話予約

☆ コンサート情報をダイレクトメールにてお知らせ

☆ チケットの割引 （公演によっては適用にならない場合もございます。）

☆ 観光スポット、飲食店などのご優待

無料

【一 般 会 員 】　１，０００円 （１公演につき、チケット割引２枚まで）

【ファミリー会員】　２，０００円 （１公演につき、チケット割引５枚まで）

入会時から平成23年3月31日（年度更新）

ご希望の会員の年会費をご持参の上、ステラシアター窓口までお越しください。窓口にて申込み

用紙に必要事項を記入し、年会費を添えてご提出ください。その場で会員証を発行します。

更新の方は、ご使用の会員カードをご持参の上、お越しくださいますようお願いいたします。

※郵便振込みも可能です。お手数ですが、ステラシアターまでお問合せください。

問合せ先：河口湖ステラシアター　　TEL：７２－５５８８

　　　　　　　　　　　《受付時間》　９：００～１７：００　《休館日》　毎週火曜日、祝日の翌日

♪2010年イベント予定♪

☆３月１日（月）から受付開始☆☆３月１日（月）から受付開始☆

女流講談師 神田紫
 「富士山初ものがたり」3部作の完結編

日　時：2月23日（火） 

　　　 午後２時３０分 開場　　午後３時　開演

場　所：富士河口湖町中央公民館

料　金：無料

※予め電話にて事前にお申込みください。事前予約がない場合は、

　入場ができないことがございますので、予めご了承下さい。

文学座から小沢昭一氏主宰「劇団芸能座」

を経て、講談の二代目神田山陽師に入門。

１９８９年真打ち昇進。２００４年ノーベル平和

賞を受賞したケニアの副環境大臣ワンガリ・

マータイさんの提唱する、地球の資源を大

切にという、"もったいない運動"に賛同。環

境講談『もったいない善兵衛』を創作した。

宝永年間の富士山大噴火、また、富士山測候

所を夫と開設した野中千代子さんを題材に

富士山講談３部作に挑戦、今回、完結編を初

上演する。お詳しい問い合わせは河口湖ステラシアター　０５５５－７２－５５８８

女性講談師：神田紫

女流講談師

（社）落語芸術協会会員 / 日本講談協会 会長

富士河口湖町・富士山の日制定１０年記念


